
タバコは火災の原因となります。しかし、身近で火事を経験することはあまりありません。ニュースや

新聞で目にすることはあっても、火事の現場に遭遇することはめったにない事だと思います。では、い

ったい火事は全国でどれくらい発生しているのでしょうか。 

 

そこで、下のグラフを見てください。一昨年（平成２８年）の火災状況をまとめたものですが、全国の

一年間で発生した火災は３６,８３１件でした。その内訳を示した左端の円グラフを良く見てください。一

番多いのは“放火”なのですが、次に多いのが“たばこ”で３,４８３件も発生しています。めったに遭遇し

ない火災ですが、全国的にはこんなに発生しており、そのうちの１０％近くがタバコの火が原因なので

す。さらに、真ん中のグラフを見てください。これらの火災で亡くなった１,４５２人のうちタバコが原因の

火災で１５９人（１１％）もの人が亡くなっています。そして、右端のグラフには、放火を除けばタバコの

火災が一番多いことが示されています。 

 

このデータをみれば、やっぱりタバコの火による災害は無視できない事を実感してもらえたと思いま

す。タバコの火の始末さえ、確実にしておけば防ぐことができた火災が３,４８３件もあって、１５９人の命

は失わずに済んだはずでした。 

タバコさえ吸っていなければ、家も命も失わずに済んだはずです。 
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